
で
ま
さ

　

１
８
８
８
年
４
月
６
日
、
宇
和
島
市
に
生
糸

商
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
い
頃
か
ら
絵

画
に
興
味
を
持
ち
、
画
家
を
志
し
て
、
14
歳
で

上
阪
。
日
本
画
家
の
平
井
直
水
に
師
事
し
、
15

歳
で
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
（
現
・
京
都
市
立

芸
術
大
学
）
に
入
学
。
17
歳
で
雅
号
を
「
花
宵
」

と
す
る
。
20
歳
で
本
格
的
に
上
京
し
、
後
に
雅

号
を
「
華
宵
」
と
改
め
る
。

　

23
歳
と
な
っ
た
１
９
１
１
年
、
津
村
順
天
堂

「
中
将
湯
」
の
広
告
絵
を
描
き
、
画
家
と
し
て
の

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
。
そ
の
後
、講
談
社
の
『
少

年
倶
楽
部
』
に
挿
絵
を
描
き
始
め
た
こ
と
を
皮

切
り
に
、『
少
女
画
報
』、『
日
本
少
年
』
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
の
挿
絵
や
表
紙
絵
を
手
掛
け
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
出
版
界
で
名
を
は
せ
る
。

１
９
３
１
年
ご
ろ
か
ら
挿
絵
の
仕
事
を
減
ら
し
、

日
本
画
制
作
に
励
む
。
戦
後
は
児
童
向
け
の
絵

本
な
ど
を
手
掛
け
る
。

　

１
９
６
６
年
の
上
京
中
に
没
す
。
享
年
78
歳
。

　今年は、本市出身の挿絵画家「高畠 華宵」の没後60年を迎えま
す。そこで今回は、芸術・文化の秋にもちなみ、大正時代を美し
く彩った華宵の魅力と、今に残る大正ロマンの世界を紹介します。

《薔薇の夢》
（華宵便箋表紙絵・大正15年）

《馬賊の唄》
（『日本少年』口絵・昭和４年２月号）

《初夏の風》
（『少女画報』口絵・昭和４年５月号）

《日向ぼっこ》
（『少女画報』表紙絵・昭和２年４月号）

高
た か ば た け

畠 華
か し ょ う

宵
（1888年～ 1966年）

略
歴

大正ロマンの世界へ
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で
ま
さ

　

少
年
・
少
女
雑
誌
な
ど
か
ら
、
魅
惑
的
な
少

年
少
女
を
描
い
た
数
多
く
の
作
品
を
世
に
放
ち
、

全
国
津
々
浦
々
に
名
前
を
知
ら
れ
る
挿
絵
画
家

と
な
る
。

　

華
宵
が
得
意
と
し
た
の
は
、モ
ダ
ン
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
身
を
包
ん
だ
美
し
い
女
性
や
少
女
、

り
り
し
く
純
粋
で
中
性
的
な
少
年
の
絵
画
。
そ

の
作
品
は
大
正
時
代
の
人
々
の
憧
れ
の
的
と
な

り
、
華
宵
の
妖
艶
で
都
会
的
な
作
品
世
界
を
意

味
す
る
「
華
宵
好
み
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ

る
ほ
ど
の
一
大
フ
ィ
ー
バ
ー
を
巻
き
起
こ
す
。

　

華
宵
が
描
く
少
年
少
女
の
繊
細
な
仕
草
や
眼

差
し
の
美
し
さ
は
、
絵
画
の
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
、

演
劇
・
音
楽
・
文
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ー
ン
で
活
躍
す
る
後
世
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
へ
影
響
を
与
え
た
。

《草の上》
（『少女画報』口絵・昭和３年４月号）

《胡蝶》
（華宵便箋表紙絵・大正15年）

《山は紅に》
（『日本少年』表紙絵・昭和２年11月号）

《快歩》
（『少女画報』口絵・大正15年８月号）

《青い窓かげ》
（『少女画報』表紙絵・大正14年７月号）

功
績

「中将湯」広告絵
（大正15年頃）
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で
ま
さ

宇和島市立歴史資料館
　市立歴史資料館は、明治17年に宇和島警察署とし
て宇和島市広小路へ建設後、昭和28年の現愛南町西
海地区への移築や市民の保存運動などを経て、現在
の樺崎地区 (住吉町) に移築・復元されました。建
築様式は「擬洋風建築」に分類され、宇和島の大工
たちが明治初期に和風建築の技法で西洋建築を模倣
し、再現した様子を今に伝えています。文明開化を
代表する建物としても重要な存在であり、平成８年
には愛媛県で初の「登録有形文化財」に登録されて
います。
　ここでは、宇和島の歴史や偉人に関わる展示を
行っています。また、年に一度「高畠華宵大正ロマ
ン館」と共同企画する展覧会を開催しています。展
示内容は毎年異なるため、華宵のさまざまな一面を
楽しむことができます。

　今年の展覧会は没後60年を記念し、華宵の故郷・宇和島の人たちに改めて彼の作品世界や生涯
を知ってもらうため、大人から子どもまで楽しめる内容の展示を企画しました。華宵が得意とし
たモダンなファッションに身を包んだ美しい女性や、りりしく中世的な少年を描いた作品を多数
展示しています。高畠華宵の世界をじっくりと堪能してください。

「華宵の部屋2026」美少年美少女幻影 ―華宵さんってどんな人？―

華
宵
の
描
く
世
界
を
味
わ
う

  展 覧 会 は 10 月 18 日  ㈰  ま で　( 入 館 無 料 、火 曜 日 休 )

宇和島市住吉町

《雨中の銃声》
（『日本少年』口絵・昭和５年６月号）

 令和８年度 展示
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で
ま
さ

高畠華宵大正ロマン館

華宵と大正ロマンについて、館長の高畠 麻子 さん に詳しく聞きました

東温市下林 華
宵
の
魅
力
を
語
る

　東温市の高畠華宵大正ロマン館には、「華宵好
み」の美人画や美少年画、当時の雑誌の表紙・
挿絵など、大正ロマンの香り高い作品やコレク
ションが多数収蔵されていて、市立歴史資料館
の展覧会にも毎年貴重な作品を提供しています。
　展示スペースのほか、カフェスペースやミュー
ジアムグッズの販売コーナーも併設されていて、
華宵の世界にゆったりと没入できます。

高
畠
華
宵
大
正
ロ
マ
ン
館

 

館
長　

高
畠 

麻
子 

さ
ん

高畠華宵没後60年記念特別展

やなせたかしが見た
高畠華宵の世界展

10月10日㈯～令和９年１月11日㈪㈷
【開館日】
毎週土・日曜日、祝日 (年末年始休)
午前11時～午後５時

 

そ
も
そ
も
大
正
ロ
マ
ン
と
は
？

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
に

か
け
て
、
美
し
か
っ
た
大
正
の
時

代
に
ロ
マ
ン
を
求
め
た
り
、
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
る
風
潮
が
あ

り
、
そ
の
頃
に
生
ま
れ
た
言
葉
で

す
。
自
分
の
親
や
祖
父
母
が
生
き

て
き
た
時
代
を
懐
か
し
む
、
今
で

い
う
昭
和
レ
ト
ロ
の
感
覚
に
近
い

で
す
ね
。

　
「
大
正
ロ
マ
ン
」
は
例
え
ば
文

学
の
分
野
で
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
で
少
し
乙
女
チ
ッ
ク
な
イ
メ
ー

ジ
を
指
す
言
葉
で
も
あ
り
ま
す

が
、
芸
術
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
分

野
で
、
そ
れ
ら
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
イ

メ
ー
ジ
を
創
り
上
げ
た
の
が
高
畠

華
宵
や
竹
久
夢
二
と
い
っ
た
当
時

の
人
気
画
家
た
ち
で
す
。
彼
ら
の

作
品
を
観
れ
ば
、
私
た
ち
日
本
人

や
現
代
人
の
中
に
な
ん
と
な
く
刻

ま
れ
て
い
る
「
古
き
良
き
時
代
」

や
「
懐
か
し
さ
」
を
求
め
る
感
覚

を
味
わ
え
る
と
思
い
ま
す
。

華
宵
作
品
の
最
大
の
魅
力
は
？

　

ま
ず
は
、
当
時
最
先
端
だ
っ
た

華
や
か
な
和
洋
折
衷
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
鮮
明
に
描
い
て
い
る
の

が
一
番
の
特
徴
で
す
。
西
洋
文
化

に
憧
れ
を
持
っ
た
当
時
の
人
々
の

想
い
を
芸
術
に
よ
っ
て
代
弁
し
、

絶
大
な
人
気
を
得
ま
し
た
。
今
振

り
返
っ
て
も
、
と
て
も
お
洒
落
で

洗
練
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
で
す
よ

ね
。
そ
こ
に
少
年
少
女
た
ち
の
細

や
か
な
仕
草
や
目
線
も
相
ま
っ

て
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
で
セ
ン
チ

メ
ン
タ
ル
な
世
界
観
を
美
し
く
表

現
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
華
宵
の
独
特
の
表
現

と
し
て
、
両
性
具
有
的
で
ジ
ェ
ン

ダ
ー
レ
ス
（
中
性
的
）
な
美
少
年

や
美
少
女
を
描
い
た
作
品
が
多

く
、
観
る
人
の
心
に
ザ
ワ
っ
と
す

る
感
覚
を
与
え
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
稀
有
な
美
し
さ
に
強
く
影
響

を
受
け
た
の
が
、
美
輪
明
宏
や

寺
山
修
司
、
唐
十
郎
と
い
っ
た
、

１
９
６
０
年
代
以
降
の
時
代
の
先

端
を
駆
け
抜
け
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
で
す
。

華
宵
の
人
と
な
り
は
？

　

大
正
ロ
マ
ン
館
に
は
華
宵

が
家
族
に
宛
て
た
手
紙
も
多
く

残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
読

み
解
く
と
、「
と
に
か
く
絵
を
描

き
た
い
」「
自
分
の
美
を
追
及
し

た
い
」
と
い
っ
た
性
格
・
人
間

性
が
伺
え
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

生
活
の
面
倒
は
、
ほ
と
ん
ど
周

り
に
任
せ
て
、「
と
に
か
く
自
分

は
絵
を
描
き
、
そ
れ
を
世
間
や

世
界
に
認
め
ら
れ
た
い
」と
い
っ

た
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
た
み

た
い
で
す
。

　

ど
こ
ま
で
も
芸
術
家
気
質
な

人
柄
で
し
た
か
ら
、
周
囲
の
苦

労
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
し

ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
揺
る
ぎ

な
い
情
熱
が
数
々
の
美
し
い
作

品
を
生
み
出
し
た
の
で
し
ょ
う
。
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岩松で大正ロマンを感じませう
　2023年に国の重要伝統的建造物群保存地区に選定された津
島町岩松の町並み。江戸の終わりから昭和にかけて建てられ
た商家や蔵など、さまざまな年代の建物が入り交じり、歴史
的風致を伝えています。そんなレトロ感漂う地区にたたずむ、
大正ロマンスポットを紹介します。

阿部邸　ハルモ二の家

津島町岩松818番地３
【営業日】
火曜日～土曜日
午後１時30分～５時
(不定休)

Instagram

阿
部
邸
　
ハ
ル
モ
ニ
の
家

　

か
つ
て
酒
造
業
の
蔵
元
だ
っ
た
阿
部
邸

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｉ 

～
ハ
ル

モ
ニ
～ 

が
「
阿
部
邸 

ハ
ル
モ
ニ
の
家
」

と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
カ
フ
ェ
や

マ
ル
シ
ェ
、
民
泊
な
ど
の
多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

代
表
の
松
岡
さ
ん
は
、
高
畠
華
宵
の
作

品
の
美
し
さ
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
、
艶
や
か
で
上
品
な
和
洋
折
衷
の
衣

装
を
着
て
岩
松
の
町
を
歩
い
た
り
、
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
に
よ
る
写
真
撮
影
を
楽
し

め
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
に
は
高
畠
華
宵

大
正
ロ
マ
ン
館
と
の
コ
ラ
ボ
事
業
「
岩
松

大
正
浪
漫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

華
や
か
な
衣
装
で
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

歩
く
「
岩
松
レ
ト
ロ
浪
漫
街
」
を
実
施
し
、

岩
松
の
町
を
に
ぎ
わ
せ
ま
し
た
。

 

活
動
の
き
っ
か
け

　

も
と
も
と
古
い
建
物
に
興
味
が
あ

り
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
建
物
が
時

間
と
共
に
自
然
に
還
っ
て
い
く
姿
を

写
真
に
残
す
こ
と
が
好
き
で
し
た
。

　

宇
和
島
に
は
子
育
て
を
き
っ
か
け

に
約
４
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
は
子
育
て
中
心
の
生
活
に

奮
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
岩
松
の
町

に
足
を
運
ぶ
中
で
、
ハ
ル
モ
二
の
家

や
地
元
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
を
続

け
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

ハ
ル
モ
二
フ
ォ
ト

　

岩
松
の
花
屋
さ
ん 

（
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ッ
プ
た
む
ら
）・
美
容
室 

（
ス
タ

イ
リ
ス
ト
潤
の
店
）
と
協
働
し
、
大

正
ロ
マ
ン
を
匂
わ
せ
る
髪
飾
り
の
セ

レ
ク
ト
や
着
付
け
、
撮
影
ま
で
、
ま

る
っ
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
す
。
一

人
一
人
の
個
性
や
好
み
に
寄
り
添
っ

た
ス
タ
イ
リ
ン
グ
や
ス
ポ
ッ
ト
選
び

 岩松を中心に活動するフォトグラファー 高木 詩真子 さん に話を聞きました

な
ど
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
日
常
に

あ
る
風
景
の
中
で
、
特
別
な
一
日
を

共
に
創
り
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望

　

活
動
す
る
中
で
、
地
域
の
人
に
も

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
撮
影
中
に

声
を
掛
け
て
も
ら
う
機
会
も
増
え
ま

し
た
。
ま
た
、
都
会
か
ら
の
修
学
旅

行
生
が
ハ
ル
モ
二
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

に
申
し
込
ん
で
く
れ
る
な
ど
、
多
く

の
ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
い

く
岩
松
の
町
並
み
や
人
々
の
生
活
を
、

写
真
を
通
じ
て
紡
い
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

harmoni＿photo
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日
本
の
伝
統
的
な
美

し
さ
と
華
や
か
な
西

洋
文
化
の
融
合
。
大

正
時
代
に
築
き
上
げ

た
美
し
き
和
洋
折
衷

の
文
化
は
、
宇
和
島

が
誇
る
稀
代
の
画
家

「
高
畠 

華
宵
」
に

よ
っ
て
現
代
に
息
づ

き
、
宇
和
島
の
魅
力

と
日
常
の
豊
か
さ
に

彩
り
を
添
え
ま
す
。
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